
















跡は 1985 年度のシーズンに発見されていたが（IAR 1985-86: 15-19）、発掘調査が実施されるの
は本プロジェクトがはじめてである。発掘調査は 2005 年度に開始し、すでに 3 ヶ年にわたる
発掘調査が行われている。発掘調査を担当するのは、ラージャスターン・ヴィディアピート大















（Possehl 1999; Seth et al. 2007）。その中でも北西部にあるカディール島に所在するドーラーヴィー






　また、カーンメール遺跡の北東 20km ほどのところには 1971 ～ 72 年に発掘調査が実施され
たスールコータダー（Surkotada）遺跡が所在する（Joshi 1990）。この遺跡は城塞部と市街地を
連接させて配したプランを有しており、分離型と一体型の折衷型ともいうことができるであろ
う。このほか、パーブーマート（Pabhumath）遺跡（IAR 1977-78, 1978-79, 1980-81）やジュニー・














   I 期 先インダス文明期
   II 期 インダス文明期
   III 期 インダス文明期終末～ポスト・インダス文明期（?）
   IV 期 歴史時代（古代）
   Ⅴ期 歴史時代（中世）








































　II 期は約 3m の厚さを測る包含層からなる。出土土器の検討から IIA 期と IIB 期の 2 時期に
細分されている。IIA 期はソーラト・ハラッパー式土器（Sorath Harappa pottery）を主体として、
ハラッパー式土器が少量混じるという組成をなす。IIB 期になると、黒縁赤色土器（Black-and-Red 
Ware）と砂粒混粗製土器（Gritty coarse ware）が新たに組成に加わる。
　III 期にはソーラト・ハラッパー式土器、スリップ掻落文土器（Reserved Slip Ware）、黒縁赤色
土器など、II 期に共通する土器が出土しているが、全体的に胎土や表面調整の点で粗製化が認
められる。
　IV 期は西暦紀元前後に属する。アンフォラや赤色磨研土器（Red Polished Ware）、ラング・マ













中央部では 2 ヶ所で狭小なトレンチを設定した（図 3）。
　マウンド北東隅、北西隅、南東隅に設けられた発掘区においては、石積みの周壁がマウンド
を囲遶していることが確認された（図 4）。周壁には 3 段階に及んで構築されており、第 1 段
階の周壁の外面に接するかもしくは近接して第 2 段階の周壁が構築される。第 2 段階の周壁の














　中央部の発掘区においては、I 期から IV 期にかけての文化層が確認されている。IV 期に由

























































































り ( 註 2)、インダス文明期にもグジャラート地方在地の土器として存続していた可能性が高い。
　現在確認・公表されているデータにもとづくと、グジャラート地方北部に多くの遺跡が分
布しているが、サウラーシュトラ半島東端部に位置するパドリー（Padri）遺跡（Shinde 1992; 
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ターン州北部にカーリーバンガン（Kalibangan）遺跡（Lal et al. 2003）が知られ、東半部のハリ
ヤーナー州域でもバナーワリー（Banawali）遺跡（Bisht 1982; Bisht and Asthana 1979）やラーキ ・ー
ガリー（Rakhi Garhi）遺跡（Nath 1998, 1999, 2001）などの拠点遺跡が確認されている。
　また、1990 年代以降のクナール（Kunal）遺跡（Khatri and Acharya 1995）およびビッラーナー
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　出土した 2 点のインダス式印章（図 12）について若干の説明を加えておくと、1 点は印面に
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小茄子川 2007）、逆にインダス文明期初頭に位置づける考え方もある（第 37 回南アジア学会に
















    I 期 先インダス文明期　





























290.05m north of DP




















































































点を考慮して、（Shinde et al. 2008）では「地域型ハークラー文化（Regional Hakra culture）」とい
う名称が与えられている。いずれにしてもパンジャーブ地方東部の在地の土器伝統の一部を構
成するものであって、「ハークラー式土器」といった広域名称は避けるべきであろう。





















　ファルマーナー遺跡では I 期に先インダス文明期、II 期にインダス文明期の文化層が確認さ


































































































































































































































































































































































重要であろう。なお、「初期ハラッパー文化期（Early Harappan period）」については「初期インダス文明期（Early 
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